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纏翫・ 輕金屡組立住宅

星野昌一（建築）

　輕蛎を住宅に活用して、t覇赴讐と黄1聡性との特性を生かして，都市から住宅難と火災の脅威を輕減し

ょうとして，輕金鍋紅血住宅の’設計を研究したもので，電力時代に即鷹したこの新しい材料は建築に新ら

LL・t：試を生み掲すことは必然で，木迭やコソクリートの覆念から切りはなされた，醗闘あ特性を生か

した塞本設計が當然生まれるべきである．箸者が最近研究試作したものは，纒濟的の鮎で骨格には軟鍋を

使用レていろが，近い鵠來には比弧度の大きい輕合金に代るべきものであり，外髪．建具，家具等は’輕量レ

酎用性，美覆の上からも是非輕金鵡を用いるべきで，統一された簡易な折曲加工材による工場組立部分を

墳加することによつて，跡力の郷約をはかり，自重の輕誠と相挨つて材料の高贋瞥をカパーしなければな

らない・ここに高能牢で，快適，帰｛洗組立簡易，耐震，耐風性にすぐれ，耐用年限から考えて，木造よ
り1

煌･濟的な磁住宅設計の研究縞果を示して一殻の診考に供したい．

1．金墨佳宅の必罵性

預鰻の未曾有の佳宅難（現在なお不足であると推定

されるもの300’萬戸｝を打開するのに現肌を放置すれ

ば，語時代的な手工築的生産法である大工佳事による粗

悪な木誌住宅が汎濫し，今後ユ0繊年を繧ない聞に，一

時に耐用性の物；來る可能性がある．また火災による

繕家屋の損央は，毎年瓠築｛お宅の撚1に証し，その損

害は年に殿100億圓を超え，家屋と共に貴重な文化費粍

や撒材と，多くの人命の犠牲を躁りかえすことを績

けなければならない．これではいつまでたつても経涜力

O蓄積ができないので，これが又殺末な木造住宅しかで

きない駄態をまねくという悪循環をくりかえすことにな

り，それでは永久にう憩の文化隅家として立つ責格を失

つてしまうことになる．

　これを臨ち蜀って，新しいスタFトをするたは今が繕

恥椴會で，これをはずせばいつまでも畝善の機台はめ

ぐつて來ないであろう．幸い愛区の現釈矧嵩全唖材の

≦竈iに比較的鍍力があり，有効需要がこれに瀦たない既

臨萌し嚇纐勺な，かつ大髄鞭によつてtrlMl｝

莫を起さないと，9．存の生就設を保持してゆくことが

醸羅である．特にqtehiMの生痩ガま，これから

麹壇徽蹴を＊iRiして，鰭の雌Rとしてエォ｛
W・］：ettる上に，是非必要なものであるのに，現撚

乳・融不足の羅であるから．．の離娼噺し
鞠を財・とが繍であり，それにt±i・Si、Dvairvin’

をも・繍・よつて搬的な醐腰を起し照民生活

1，　Dn上と職・韻けることカも鞭，の獺の飯

L

の上にも，是非必要なことと考えられる．をれで新しい

建築材料一騒金周一によつて曝することは，’‘佳宅の

質の向上”と“潤；市の大火災の防止”と“’輕金誘材の有

劾需要の喚起”という三つの大きな利釜をもだらすもの

として．直ちに坂り上げなければならない問題であると

考えられる．ところが從來，殊に職時中は，輕金膨ま佳

宅には使えないもの．ときめてかかつていたためにpこの

ような現状であるにかかわらず，金勝住宅が一般化しな

い傾向があろ．これは，又一つには狡術的に金罵材料，

麟…に鯉金麗に野する住宅設計上の適切な形式がまだ確立

していなことも見逃せないことで，これを根本的に研究

して適切な設言うが得られれば，建設費の翠贋では　木造

よりもいくぶんか高贋でも他の材料では得られない優秀

な性能が得ら2tぞ，結局は輕済的となり，高罎建築への

麺罵と相まつて輕金腿構造の洋々たる前途が開けるもの

と愚われる，

　2．輕金腸住宅の特質

　輕金樋住宅を設討する塙合に，軽金闘の特性に蓮つた

設計をとり入れなければならないことは當然であつて，

礎來の木建佳宅やコンク　1）　・一ト佳宅の構造から生2tた計

貰をそのまま用いてはならない・輕金馬住宅の特質は，

　（1）距位客穣の憤絡が比較朗大であるから．まず住宅

磁を最少な容秋となるよ5に計聲し，叉撰遙材各部の

蹴面を最少にするように合理的で均等曲な骨組薦置をと

り，極力都材寸法の引下を脇らなければならない．

　〔2）輕金髪は他の材料に比べて，はるかに比張度が大

：C・　｝．るから，部材の寸法の瓶念を根本的にあらためるこ

3ー



　　　　ユ22’

”　　と．しがし有i勘な深さをあまt）’少ーぐすると，曲げ・やi挫屈

　　に弱くな・るから．肉の厚さと團i面の形1伏とに特錬な労慮

　　を要する．　　層　　　　　　　’　　　1、、

　　　⑤…鴨ρ要求に懸じて一つ一つヲ彦をちがえるごとは

　　1他の材i料にくらべて困難であ弓から1部材の種類を極力

1・ @へらして、簡畢な形式の組合せで，各種の要求に慮じる

　　ものを組み立てうるように考慮するζとが必要である．

　　’』（4）装合に特殊¢i設備や工作を要ずるがら，できるだ

　　け接合法を耳髄化し，又なるべく多くの部分を設備のと
　　　　　　　ル
　　とのつた工場で加工でぎるような構造法をとること・

　　　（5）簿板を使用した場合，引張りに充分耐えても，一

　　寸した瞬曲げに壷いから、一｛iして復i型hS困難である

　　から・解却江で曲げの醸をますよう燗面を必要

　　とし，槻面を利用すると有効である．

　　　（）設鏑があれば成型は窟由であるから・iE〔面を充分』

　、．利用する芽とば好ましいが、これを濫用す季と接合に困

　　難をま．し，1精密な加工が必要となり，叉都品を蓮嶺し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　た弘牧諦するのに不利な鮎が多くなる．・

　　　（の仕キり．後の塵様替えや臨酸の苅［［が困難であるか

　　ら，．當秘から綿宙な謂盤によつて充分な装備を與えて，

　　質際の使湧上に遣憾のないようにしなければならない．

　　凸（8）輕金麗材料は熱鹸弊が大であるゆら・紐i済的で

　’有効なi藪熱材の使圧iによつて，この鮫黙を補う聾要があ

　　るが，可燃材を使罵すると，輕金麗の利顯の一っである

　　不燃焼という量大の長所が失われる危瞼があるから，蹴

　　黙には特溺な考慮をはらわねばならない．

　　て9）糞颪の反射がジcきいから輻射によるi受熱と熱の損

　　失が少さくなる・

　　　（10）　輕虚蝿は熱による紳縮力：鵬當大きいから，その

　　藪面や装合都にこれを調節するような特殊な考慮を要す

　　るゴ　　　　　　　　　　　t

・　（τ1）　普通の場合には雨水にたえる程髭の講蝕性をも

　　ちr義葺岸地齋では特に璽風などの腐蝕に醗える材料を用

　　いちか叉は特殊な集衝仕上げを邊揮して用いる必要があ

　　や・

　　　（11）他の材舞に比べて比熱が小さいので，孫界の濫

　　度に近く墾化し易いから，コソクリーVめように表颪に

　　碧しい1鱈を來すことは少いが，媛房などによつて内外

　　iこ湿度差を生じると諮i露する危険が大きく，雫を適岱に

　流すエジき．叉は表颪をi結露しない材粁で覆うとか，他材料

　　との談霧部分の防蝕を持に考慮することが肝要である・

　　　（招）　コソクリートとの…婆毒霧当輩分は季彗に防蝕上の注意

　　を要’する．

．　3．殺計上の婁iゴ

　以上の各職質を考憲して，新に提案された輕金羅縦立

住宅は次のよ5な要旨によつて設計したP

　（D佑宅床面禎を据力籾り下げるため1三，利用卒の高

1・峯

　　　　　　　　　　　　　　　生渣ま研’究：

い倥宅干面を採用する．　一　　　・　　　　・a

住面率（居室画献を鯉豊の面鎖で罰つた贋をi・QO分牽

で崇す）は樋の腔では55％程度であ砺：出鱗

宅では70％近くにまで高め，これによつて同じ面敏の

普通の住宅よりも30％有利になるような帯面を考案し

た：（第1表一師轄照）・ユ2坪の標買邸面について穐

來璽ものと比較すると訣のよ1うになる．　　　　，

　　　　　第1表　ユ2．坪佳宅諸元沈較表．
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一方そのため1二居室のみの増大を働・つても・物踪

納客穣を不足させてはいけないので，・適翫な牧納i曄．儲

入間数を庫面鎖でわつた俄をいい，ここに示すもの信

岬騨ミ
碁1ワ・【博

　　　　IA　）

砂，

IB　4　　　　　　　　　　　旧8

　　節ユ踊　12坪住宅梁百



　・第2・雀　　弟4’號
　ン
o．17　relSEで普通のものより1。％菊利）・をもつよ弓’に考

慮した。（第1表4∫防訥率滲照，醤Blま遍少）そして餐

室力場歪な濁立性を保つことに留意して・從來の佳宅の

僚鮎である襖だけで仕切られた2鍛i室が並ぶような弊害

をなるべくさけるようにした（第重岡一亭面屡照）・　叉

蟹際に多くの人が住みよいように住入李（縫に就簸…し

得る入員を答積から割り歯したものを床颪積でわつたも

の）をよくし（提示案ではe・46ノ）埣で・普遍の｛費であ

るO．37ノ）坪程度よりも30％有利である）交使いよさ

の罷度を数量的に示すデータとして動線寧（家入が日常

の動作で各蜜を往復する距離と回鍛から求めた標準動線

長の和を面積で劇つたもの）の低下をはかり，提示案で

はこの値1ま33．4となつている（これは普通の40～50％

iこ」北べで30鮒立有利である）．ヌ飼一空間を囲むのに壁

面の延長を最少化することが有利であるが，この案は無

録准凸凹を趣力少くレ壁面卒（量禦長1搬な坪数でわ

つたもの）は2．2で，普通の標準である2．4～2．5に比べ

て10％位有利である．（第1表壁面率診照，これがあ塞

り少いと牧納尊…がわるく住宅としての機能が失われる）．

　（2）幽享の標準を彬造部60mm，仕上共90mmとし

着遮の木i造の　100～120疏mに比べて10％位縮少した．

（＝ソクリー1・の150～20Gmmに比べると50％程露有

利である）．しかしあまりこれを低下させろと壁面の挫屈

ヱ5埣

3埣

tA， f8）

‘CJ　　　　　　　　　　　　　ωノ

　第2寧朔　9～15坪　 住　 宅　 ヱF　面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　123　　　　　，

の黙で不利となる一L・建具の挿入ができtg　〈・なる・麹具

の膨面は極力簡易化して材料と加再の範約簡易化をにか　　・

つた・梅造材はチヤソネルを骨格どし・チヤとネ～レ補助

材を用いてパネル式に講成する・屋根バネルは同じ厚さ，　・

のアソグル枷こよつて組立てる．『 @1　－
・（3）造作材にも特殊な型材を用いず，各部分をすべて

同じ厚さの板を折り曲げたチヤ．Yネル及びアγグルによ

ir　）一て撰威し，雨仕舞，水切り上己む裾ぬ所にだけ特殊形

態に折り曲げた板材（3種類に統一）を使用した．又パ
　　　　　　　　　　　　　　　　i．
ネルの種類を極力へらして，外壁6種，内壁3種に大別t・
　　　　　　　　　L　　　　　
できるように統・一して，．大量生産に適し，・5又se互の薩、

性に富むように考慮した（第1i表のようにバネルを延長・

でわつた）・　饗形蘇…は034であり，普通の〔｝・5－’に比べ　．

て30％以上有利である）．．そしてその紐合せによつて，

9埣から15埣程度まで（勿論それ以上も自由であるが）・

名種のT－onの構成が可能であるように，壁面バネノゆ種’・

類，形式に工夫がこらされている（第2　am－一一9～妬坪早

面剛｛診照）．　　　．

　（4）蓮搬や牧納上の考慮から壁面を6’×9tのパネルをド

標準iとして（特殊i鋼口都の9）〈9f，　i漫度壁は9’x3り屋

根は垂・部12’×3’及び6’×3，．　6’×6’に統一し，現場で．こ．・，

れを表ルト締で組立て5’るよう1こした．この結果，畳格

の紐立は非常に簡翠であり，特殊の機綾を用いなくても

5人で郵寺間，7人で3時問程度で組立が完了する位迅

蓮である．　　　　　　　　　　　　一’

　（5）外壁は特殊な幽面をもつた輕金髭の波板（厚（）．5　．

mm）を用い，曲げと衝撃につよく，接合が目立たず15（．

簿い卒板を用いた場含にどうしてもさけられない不整凹［

戯感をなくすようにした．屋根板も同形のものを旋用し

屋根面として是非必要なlillげのi撮度を増加さぜ，－i湊合と

水切りを有i利にレた・　　　　　　　　　　　　　F

　⑤波形を普逓の生子板の程度の大L・さにすると，取

付部分の聞隙のために防風防水，防屡等の工作を要す昌

るようになるので，波形を小さ．くし貫特に室隙都分ので

　　　　きる山の都分を狭くなるようにして聞隙を少く

　　　　する工失がしてある。　　　　　　　．　　　　・

　　　　　（7）獲所の調理踊係の：部分は，特に後から棚・．

　　　　や釘を必要とするのが普i晒であるボ，最初から

　　　　充分綿密な計畳によつて，各部の形状・寸法や

　　　　家具から棚の魏置に至るまで細かい勲を考慮、

　　　　し，臨時の工作を加えないで，殆んど坐つたまま

　　　　でも，各種の1鉗乍が行い得るように非常に便利

　　　　に考算iされている（第3翻一一室β言等測魍参照）・

　　　　そのために憂駈配謄，玄關，便所等り特殊部

　　　　分のセツトは，いろいろな形式の畢面にも，す「

　　　　べて共蓮のもので間に合うように考虜されてい

　　　　る1（第ユ圃及第2圓｛蓼照）．

　　　　　（8＞壁面は内装に木毛セメyト板（引火性の・

15
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少い場所ではテPtクス，ベニア）を使用し，簡畢な装着

で齪熱性が高く叉引火性の少い壁畿が構成できるように

し，更に壁睡の空繊部にアルミ簿板を挿入して特殊な断

熱が可能となるように考慮している．

生壷研。「

腸熱や冬孝の熱損失を防ぐよらにした・屋根面にはゆる

い勾配を附して小歴衷の換氣を充分にし，菊調水及び鰭

露の流下を圓滑にした〔第4岡参照）・金踊屋根では屋

根画を瓦葺のような勾配にする必要はない。勾配が必翼

　　　　　　　　　第3圓室内笛測圖
．（9）外装には耐蝕性があつて反射能の高いアルミ合金

（3S，4S）波板を使用して輻射を遙ぎり，互季の張い太

1－－
2

1　　　　－」」］潮
1　　 匿

5

1　　　・i
I

L：］i’－

以上に急であると風座が大となり，小屋裏に

無駄な室間ができる・

　（10）璋根面と外壁の接合は・波板の重ね

っぎとして熱による伸縮を加減しうるよ5に

考慮した・

　（11）　特に腐蝕し易い都分・には耐蝕性合金

の使用を考慮している（53S，57S，61S叉｛土

クラツド材），

　C12）異種金脇の接贋都分たとえばボルト

ナット，座金，骨格と外裟との接齎都には遍

當な鍍金叉は塗佐を考慮している・結露に封

しても遙當にこれを流出し，接筋部に1ま防鍾

上の考濾をはらつでいる．

’（13｝土垂大引のチヤソネルと韮礎の＝ソ

クリート・ブロックとの接細はタール性塗樽

による防蝕を考圃えている・

4．設計上の特曇

　この鰹血膳紐立住宅の特長として駅テられ

る鑑を列記すれば，

　（1）簡易で凹函の小い卒面で，しかも能李

が高く，各室の掲立性と壌能｛生が充分に璽琢
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　　　　「1、丸

　　　　　　・

　　　　　　｝

　　　　　　J

　f1置

　できていること．

　　（2〕閥仕切が簡易で，壁の配置は構造的な要求によく

　　　　一：　　　・1適合していること。

T：’1　；」　・　　〔3）各都分の寸法，影瓶を標準化し

r’－t @、，’e一　少い種類の部品で各勲率耐踊
「『「＝・一韓官的に肴奪成されるように・慮帥てい
　　　　’　　　ヨe　　　　　よ
　「7L　　＿＿＿’；’ること．
　　ヒ．七・・1，1（4）mPtas。勾配を少くして室間を

北　　　．・　　　　　節約し1遡詩をつけて小屋裏の換賢

　　　”lo　．司　　　　　　　　を有利にしたこと・
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第4圖　立面及び耶面隅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）軒の嵐をなくして屋摂重量を鰹

・＿謂一．皐．三　灘殿砂くし，一輝聯聯
：≠三≡≡｝と1v　に・漉設け・麟・鰍叛
　　　　　　　　　　4　　レ＿　　．　L『　えなくH照の繍姉利二しtcと
　　　　　　　　　　　　　　　。　（6）撒及び屋根に小型の緋諏

　　　　　　．IP』・『・．　　　を1婦して．曲げの張力外糎麟

　　　藁．、一一一謄一　姶の鶴雨瞬吸雛どの利

寵蔓……〔≡ぎ㍗器繍二繍幅・エ
　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　，　ロ　　　－マ　

．1’、記旺ロ、　『一．：図鷹及び｛砒嬬靴しk・と・
　　　　　　　　　　　　　　　　　1⑧綿入口の建具を金aSfeしく南

　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕舞，翻推耐用髄よくレ鯵

，．一，“i



第2雀　’第4號

．爵雨戸をつけ延焼防止と・防盗≠の考慮をはかつたこと・

　（9）各部分をできる限り金騰化して可燃物を少くし，．

．顛噸生と雌碓瞼を少なくしたこと：，ピ
　（1①『明快な外観と能牽的な髪嚇とによつてi文花的

で健至な國民生活を容れるのに適させたこと（第4団滲

照）・　’J

　（1D・光渾の強い外装材によつて輻射を防ぎ，かつ通

風の良好な摩摂と漿バネルによつて・耳季の熱を発分放

救し，冬季も完分な保濫力を保ちうるように考えられて

いる曾　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　”

　（12）　　織力言簡易葺王」ま亘三で移築・　董女笥逗・　ま賃「築，　解鐙力：自

由である・’

　（13）輕録でIil’Wの蓮搬が容易である

3．3ton，…鎮…礎　4．5ten）・

　（14）

V．　（第5鐡｛参！1｛0　　 ・

　（15｝

その他耐風，防盗性にすぐれている．

　（16）

（上調簿迭

大部分が工場加工で，翻…な蓼識・勢力を要しな

上都が輕量であるから，耐震的には最も有利で

　　　便趨比較的低廉であろ・即ちコソクリートあ藍

木蓬の敦鯛（約釦％〕塘しで，耐用年限が鍛倦であり，

延髭による扱耗の危瞼が殆んどないから，維持、溝翻を

考えれば到…常に有利となる．

5．各部の講鑑、

．口）茎礎～布石』コソクリート・ブwックは高き25cm，

巾15crn，長さ90cmを標雛とする．隅部は現場打とし

て風による浮き上りと耐震力をますようにした．

　束石～90cm　llll隔に高さ25crnのコソクリート柱を

立てる．

　テラス，ポーチ～同形のコンクリPト・ブPックを
童べて用い，モ・畝ル仕上とする．

　宰1総土間～コソクリート板を並べ，モンレタル仕上

ζする・

　’（2）土i姦とゴく引～・チヤンネル2枚併せとし，壁バネ

　　　　　　　　　　　　　リル下ほ畏太掛をかねるように配置ずる．プく引の端都は水

・切板で蓮詰すろ．

　③壁パ＊ル～縦涯と族楓まチヤyネルを用い鋲打

の上熔接しユSOcm　x　270㎝を標準として，強麦壁は90cm

X27Cem．とするご下権と塞礎iまボルFで蓮i瀞る，．チ

h・　Y‘ネル材の問柱と胴差を配して剛性を興える．

　（4）屋恨パネル伊合掌・陸梁・東，方杭火町等は

講曲7』ングル材を鋲打の上熔接し，360cm及1SOcmの

糠の弼ソに封し9。・m・ZI　18Dcm　rt1を輩位とし購

飢たバ勅とレ闘繋魅このバネ，。にreとし
て携成される．

　〈5）ク陵～壁及tsm・とも含s再棚生合金を醸と美

厩の瀦から特殊小波形に威型し渦のを骨格に亜

雑緬ぜ祉めとし接簾蝕を防く凄及彗続の部分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　125、

は芋板を用レて雨仕舞を為利にする．

　（6）内髪．～木毛セメソト板（180em　×　90crh及が

18。c・nx60・m）を木製胴差又1燗縁にとりつ励表薗色

モルタル吹付として，防火性と意匠上の効果を高める；

　（7）蓮作酌金属構造の特性を生かし七窓控，鴨居縦

購を骨梅に熔接して一輝として鰯す融う．1：し講：

靴の有利1生を爾る・これらばチヤソネ，収は観な

留『面として，加工i勢務を輕減するようにi考慮されていみ
　　　　　　　，’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　（8）外画建具～窓外都には壁と『同じ程度の防火性を

鰍・・また鎌拙防灘を蘭して・．軽合金板をはつ

た金騰枢の引戸を雨戸として配し，窓が防火上の最大弱

鮎となるのを防ヤ・だ欄蒲の引戸も同じ携造であり国玄

瀾出入口にも金腸サリシユ，輕合金7ラッシ　＝Utりとし

て意匠と防盗防火性に寓むようにした．，

　（9）内面建具～其他窓，鍵仕切建具もすべて輕合金

製とするのが我・々の理想であるヵ：，現在の段階では，一一as

済上の黙から木造建呉を用いることも考えている・

　（10）床及び敷屠～床は櫓叉にサワラ本賞矧フ冒一

リソグを用いて隙間風と狂いをふせぎ，，タtt「ミ敷のi部秀

は’陰板を用い根太に釘打とする．

6　所　要　材新

　試作深墜でほ纏濟上り鮎から骨格匿軟鋼折曲板な用い

ているが・構造材として輕金鞭用し’る鵬には艇s叉

は14Sを使用し，奮枠には醗蝕性と彊鹿を併存する材粒

（53S，57∈i，6ユS）ヌ』士アルクラッドを用い，ク1哉板は　3S・

を用いる、その他一般の材料の所要量を示せば弐の如ぐ

である．　　　　・

使闘珂所｛材　種・i鵠鴨馴（・坪雷リプ

骨楕及遊｛乍

外内 髪

v，…（数居章胴差共・

　鋼
〔輕金屡）

鞭金贋
木毛板

材ミ　タ木タ｛

材スア　ラ昌木ガペー　兵

墓
礎’

　一ク　クロメンプ

セ⇔

1，550　kg

（500k9）

：oo　，kg

4？坪

4．2石

ヱ0．5牧

　　O．5石

110年方尺

　　32坪、

400　kg

ユ．Sm3

112　kg

（42　kg）

35　kg

3・5坪

o．35石

e．9枚

α04石

9年方尺

　o．3圷

S3　kg

Oユ5m丼

所’婆勢務表

種 別　　1戸（12坪｝ （1　　坪）

骨撒造働工i
木工事，内　装

組　　　　　立

50e時間
ユ5D時…間

80時間

40時間
’12時間

6．5時問

7真
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　　　T．試作の賞施
1

　　ごの輕金髄組立佳宅は，纒機炭間もなく，航室機工業

　の再轄換から思いたつた金蜀の建築への態用によつて具

　膣化し，試作家屋1號が日本建1繊株式禽吐の手によ

　つて昭和22年に完威したが，共後Q金厩使用制眼によ

　つて蛍現の蓮ぴに至らず，本24年聯，金薦使用制限の

　解除こ俘つて，日．＊金闘建物株式會灘が米人マーyユ氏

　の下見鼓のクリツブ留めの特許によつて新たに金騒家屋

　の賓施を計畳するに及び，共同製作を引受げた日本建鐵

　K．K．が，再び我々の禽闘を要請したので，その間木廼に

　よる組立家屋の9Sdi，梼造を考究中であつた筆者の立案

　によつて，日米式の2號の試作についで，その改良案と

　して，全無從來の形式によらない濁自の立柵によつて研

　究し，計寮されたこの設計を3號試作求屋として實現し

　その一部を棄大生産技衛研究所の開所式に展示して，一

　殺學界工業界の批判に訴え，G．　H．　Q．，　C．1．　E，中國

　代表團，文部省，輕金統協會その他一般の注意を引いた

　この家屋つ基本計避から緬部設計まで筆者力二これに’M’　t）

　構造計算は坪井激授，1實施晒面に日本ポ』リテク工業．試

　作加コ趙立は日本建鐵羽オ這麦師が婚當して，今陵の製作

　は日本建鐵K。Kの手によつて行われる豫定である。

　　なお．金励家屋待有の瞭i，通風の問題ば我々の棄大

　生産羨術研究所の勝田，江口雨助数授（建築及物理工學）

　が主してこれに欝り．防蝕上の見地からすろ材興の淵

　や防灘の間短は力調藤助敦擾（冶金）又塗装ρ問題は

　堰野敦擾（懸弔化學）の捲醤によつて，各種の專門分野

　を動負して綜合的な．輕金騎組立溝造の研究を縫蟄して，

・金襲材料による建築の薪らしい形式の確立に科學的な墓

礎を與えよ5としている．

　　そして近い將來に英て，筆1者が麟串特に南方住宅を

　ikituに議して得られた畳霊な盟議を生かして，パスの

　　　　　　　　　’

生謹　研　究

ボデーなどと共に有望な総出工業として，深刻な住宅無

に幡んでいる崇灘や比廃をはじめ職俵の復興にとりかか

つている南方向け隷出住宅の設計を進ある豫定である．

　　8．輕金麗組立構造の蹟用

　この金脱板の折曲げ材で構成したパネル組立構造はこ

の程度の普通の佳宅の骨駈として好適であるのみならず

不燃材のみの輕快な構造を1腰とするガV・一ヂには極め

て好都合なものであり，内装材を必要としないから更に

簡翠で経濟的である．又問仕切の少い畢校や倉庫にも縫

済的に融用され，共他時々移設を必要とし，又不便な土

地に「時に大量に建設すろ必要の起ろ鑛山住宅などには

多少，鴇戯が商くても精局有利となるものと考えられる．

勿論，工場の附庇住宅や縣醤市警等の公管住宅のように

一地颪に一時に大量に同型のものが建てられる場合には

木蓬よりはるかに現場の手間が少いので，虹灘な建設團

係勢務者の飯場のような施設の範約にも役立ち，まE逮短

期間の工事が可能となる．

　今後涯業復興の進展にともなつて，都心附近の密集の

傾向は益4増大するのであらうが共の際常然問題となろ

高暦建築や現存ビルディングの増階辱の問題が起つた塔

合，地質の軟弱な我面の主翼都市で，地震力に安至にす

うにはどうしても壁面の軽量化ということが間題となる

から，骨惰に軽鑓で張慶の大きい起デ」ラルミソのよう

な霞輕合金がf吏用され，タト蛋…はもとより，内装から建具ボ

？具の類までもできろだけ軽金勝化した設計が採用さtL

ることは必然の勢であり，この研究戚果が，繁源の乏し

いために外國で許されろことでもなかなか賓現しない我

國にとつで，手のとどく程棄の簡易挫力：あつて，しかも

我鴫の鎖年の甦顕とSJいうべき喉鰯漣築の不燃化”と

いう大可僕の一助ともなれば幸いと考え，研究試作を今

後も｝謎雛してゆく考えでちる．　（25・1・31）
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亀　　7．辱．、”t’　　匿　　㍉ ’ご．　、， ザ一

　　．　　第5筒

　紅立作二、llコo金馬住宅

　骨狢の纏㎞：絡つてjr．pt

征と外誓の取付作，痢7のt「ift

況で，ま翫’擁戸趣を用いな

いで数人で簡草に竹茱う：で

きる．近彫拐世へi二建濫

　　　　　　　　　　lロする塒合には，工塔内で介

板を張つたものを組立るこ’

とが，現ガ・f傑の節約上當

票…の』ことである・
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